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まちを報じる建築
-三宅新聞販売店を事例とした更新計画 -
AN ARCHITECTURE REPORTING TOWN
UPDATE PLAN THE CASE OF MIYAKE NEWSPAPER DISTRIBUTOR
磯目知里
Chisato ISOME
主査　赤松佳珠子　　　副査　北山恒・下吹越武人
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　Nowadays the number of newspaper distributer in Japan is declining. However in the rural area, the role 
of the newspaper distributer has possibility to give the benefits  to the  residents and their community. By 
analyzing and reconsider about the newspaper distributer’s original system and resources, I figured out that it 
will be a existence which the resident’s life and community can be supported and activated.Therefore, I will 
suggest the idea of design by architectural approach.
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　技術の発展に伴い生活の利便性が高まる一方、失われてゆく役割がある。
　新聞販売店もその一つであり、現在テレビやインターネットから容易に情報を得ることができるようになった
ことから新聞配達を依頼する人が減少し、衰退の一途をたどっている。
　しかし、地方都市においては、毎日のルーティン化された新聞配達や街の情報の発信、高齢者向けの生活支援
活動を行う新聞販売店は街に在るコミュニティに対してサポートする、つなぐ役割を担う可能性を持つと考え
る。
　縮小して新聞販売店の既存の骨格・資源から、今後の販売店のあり方を分析・再考するとともに、建築的アプ
ローチからの設計提案を行う。
　調査対象として福島県福島市で新聞販売店を営む三宅
新聞販売店を挙げる。福島市内の個人で営んでいた新聞
販売店を徐々に一つの会社により統括するようになり、 
今では福島市の新聞販売店 ( 計 11 ヶ所 ) は三宅新聞に
より運営されている。
　三宅新聞販売店では毎日の各家庭への新聞配達 に加
え、日用品の配達、学校への配達、高齢者向けのまごこ
ろサービス、地域イベントの宣伝なども積極的に行なっ
ている。
調査から新聞販売店の特性として、大きく
□地域に閉じた細部にまで及ぶ配達ネットワーク
□大きな道路と住宅街の 2 面に面する立地
□地域の情報の伝達・宣伝
□ルーティーン化された定時宅配サービス
があると導き出した。
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各販売センターの配達エリアの世帯数と配達部数
三宅新聞販売店の特性
　新聞販売店の持つ配達ネットワークを活用し、各配達
エリア内の食事の配膳サービスを行う。各配達エリアに
は様々な活動・産業を営む人々がおり、その作物を食事
の材料とする。また、販売店の一部は食事を作るための
厨房を有する食堂となる。
それにより毎日定時に食事を届けることができ、販売店
近隣の住民は時々食堂を利用する。
3-1. ポリくら
　オフィス、作業場、駐車場を内包する既存の新聞販売
店に、配達する食事を作る為の厨房兼食堂となるポリく
らを増築する。ポリくらとはポリカーボネートの中空板
を外装材とした蔵のことである。ポリくらは新聞販売店
と福島市の地方創生助成金をもとに計画し、運営は販売
店の社員と地域住民、活動している団体が行う。
　配置はタイムシェアリングの可能性を持つ作業場を
バッファーとして利用し、作業場に接続するようにポリ
くらを増築する。それにより、ポリくらと作業場の境界
を可変的にすることで作業場を利用している時と利用さ
れていない時で公共利用できる空間が変化する。
　またポリくらの屋根は敷地に適する再生可能エネル
ギーを生成する自家発電装置としても機能する。
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新聞販売店という役割・建築を再考したことにより見
えてきた、地域に密接した関係性、既存建築の可能性
は地域のための建築を考える上で大いに活用できるも
のであった。
配達ネットワークにより地域住民の生活がサポートさ
れ、自分のまちの人のこと作物のこと活動のことを建
築を通じて知る、新聞販売店はそんなまちの新聞のよ
うな建築となりうるだろう。
この計画が地方の新聞販売店を再考するきっかけとな
ることを期待する。
　11 箇所の販売センターのうち、 農村エリアに位置
する 西部販売センター 、住宅街エリアに位置する大
森販売センター、  ニュータウンエリアに位置する蓬
莱販売センター の 3 箇所を取り上げケーススタディ
を行った。各配達エリアと周辺環境、既存の販売セン
ターの建築の調査からポリくらを設計した。
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